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 要 旨   

 

背景： 

飲酒による DNA メチル化、また、メチル化 DNA と精神疾患との関連は明らかでない。 

  

方法：  

GWAS 941,280 人およびアルコール使用障害 313,959 人、問題飲酒行動 435,563 人のデータにおい

て飲酒と精神疾患についてメンデルランダム化解析行った。遺伝子変異を操作変数とし、一週間当

たりの飲酒量、アルコール使用障害の有無、問題飲酒行動の有無、飲酒による DNA メチル化 CpG 部

位、遺伝子をモデルに投入した。 

 

結果： 

飲酒行動は精神疾患との関連を認めた(一週間当たりの飲酒量 オッズ比(95%信頼区間)：統合失調

症 167(1.03-2.67); うつ病 1.14(0.85-1.52); 躁うつ病 1.27(0.77-2.08)。メンデルランダム化

解析の結果、飲酒による DNA メチル化 CpG 部位 10か所が精神疾患との関連を認めた。これらの CpG

部位に定義される 6 つの遺伝子(RERE,`PTK6,GATAD2B,COG8,PDF,GASS)と精神疾患との関連を認め

た。 

 

結論：  

飲酒行動および飲酒による DNA メチル化は精神疾患との関連を認めた。飲酒による DNA メチル化

により制御される遺伝子発現が飲酒行動と精神疾患との関連に関与していると考えられる。 

 

 


